
様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和7年 6月 30日

大分県知事  佐藤 樹一郎 殿

提出者 サッポロビール株式会社九州日田工場
エンジニアリング都 山口

住 所 〒8770054 大分県日田市大字高瀬6979
氏 名 サッポロビール株式会社九州日田工場

工場長 長谷川 久
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0973-25-11■

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、2024年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 サッポロビール株式会社 九州 日田工場

事 業 場 の 所 在 地 大分県日田市大字高瀬6979

事 業 の 種 類 飲料 。たばこ・飼料製造業一酒類製造業―ビール製造業 [1022]

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
2024年4月 1日 か ら2025年 3月 31日 まで

産業廃棄物処理計画における目標値
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画 の (産業廃棄物の種類 : 汚泥 )
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